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コロナウイルスを経験し学んだこと

•標準予防策の重要性
手指衛生

個人防護具

咳エチケット

患者の配置

環境の保持・・・・10項目

•非常時に備え、平常時の訓練の重要性

•必要物品の備蓄管理



新型コロナウイルス感染症予防

•手指消毒

アルコール消毒は効果がある

直ぐに手指消毒が出来るように整備する

職員は個人持ちにする。

ポケットに汚染し
た手を入れ消毒薬
を出すとポケット
が汚染する。
ポケットに手を入
れる度に汚染する。

ポケットに
手指消毒薬
を入れない



新型コロナウイルス感染症予防

咳エチケット マスク装着

マスク２枚重ね装着
感染防止は２倍にはなりません。

不織布
マスク

布マスク ウレタン
マスク

吸い込み飛沫量 ３０％ ５５～
６５％

６０～
７０％

吐き出し飛沫量 ２０％ １８～
３４％

５０％

スーパーコンピュター「富岳」による実験結果から

できるだけ隙間がないように装着することが最も大事

＜＜

＜＜



向き合って座らないような椅子に配置
アクリル板の活用
隣同志の間隔を開ける（１ｍ以上）

１
ｍ

食事の時が要注意

職員の休憩時にも当てはまる事です。



自施設でコロナ患者が発生した時

１．発症患者は隔離

２．濃厚接触者を早急に判別する

３．ゾーニングの実施

レッド
ゾーン

イエロー
ゾーン

グリーン
ゾーン

感染性物質に汚染されているエリア

個人防護具を脱衣するエリア

汚染されていない事が前提のエリア

スタッフステーション・休憩室
グリーンゾーンまでの通路必ず確保する

施設の平面図を準備しておく



自施設でコロナが発生した時

１．陽性患者を速やかに隔離する

・あらかじめ隔離部屋を設定してあれば、移動し
ゾーニングする

・個室入居であればそのまま動かさない。
・多床室であれば陽性者を残し、他の人を移動する
事など等も検討する。

・介助者は個人防護具を装着する。
ガウン・マスク・手袋・フェースシールド

・陽性患者はサージカルマスクのみ装着



自施設でコロナが発生した時

２．濃厚接触者を判別する
・多床室の場合、同室者全員
・同じテーブルで食事をする人等
・マスクせずに手の届く距離で１５分以上会話をした人

・濃厚接触者に接する時は必ず防護具を装着する。
ガウン・マスク・手袋・フェースシールド

・濃厚接触者は個々に防護具をすべて交換。
・PCR陰性でも２週間は隔離し個別対応が必要。

・濃厚接触者は入居者・職員すべて対象となり得る
リストを作成し、マスク装着していたか
どの程度接触したか記入し保健所へ提出する



濃厚接触者を最少人数にすること

・陽性者発生の時に濃厚接触者を直ぐに
選別することが必要。

・グループ活動する場合は同室者は一緒にする
グループメンバーは固定する。

・グループ間は一定の間隔を保つ。

・スタッフは部署を移動せず固定する
できるだけ担当者を決めておく。



レッドゾーン
コロナ患者
濃厚接触者

グリーンゾーン

イエローゾーン

防護服
着用

防護服着用中
入室

防護服
脱衣

防護服
脱衣

レッドゾーンで着用した防護服のまま
グリーンゾーンには決して戻らない事

防護服着用した
まま移動



個人防護具

装着手順

①マスク

②エプロン・ガウン

③ゴーグル・
フェースシールド

④手袋
最後

脱着の手順

外すときは周囲を汚染
しないように安全な方
法で外す
汚染したエプロンやガ
ウンは外側を中に包み
込むようにする

最後に手指衛生を忘れない



手袋の外し方

手袋を外した後は必ず手指消毒



マスクの着け方・はずし方

鼻の部分を少し折る

頬を押さえ隙間を
なくす

顎まで覆うように
引き下げる

鼻の形に合わせる耳にかける

1

54

32

耳にかけたゴムひも
を持って外す。
表面を触らない

はずし方



＜ユーザーシールチェックの方法＞
装着するたびに、実施する事
① 両手でマスク全体を覆い、ゆっくり息を吐き、マスクと顔の間から空気が漏れ
ていないか確認する。

② 押さえた手を外し、息を吸うと、吸気にてマスクがややへこみ、呼気にて空気
の漏れがないか確認する

Ｎ９５マスク装着手順







環境感染学会 新型コロナウイルス感染症ガイドラインより







感染症を伝播しないために

★手指衛生が最も重要

★マスク、手袋、ガウン、フェースシールドなど

脱ぐときに汚染する

★個人防護具を脱ぐ時は、慌てずゆっくりと確実に

★正しい脱ぎ方ができるように普段から

練習をしておく

ご静聴ありがとうございました


